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研究成果の概要（和文）：018年度をベースラインとして2021年度までの3年間の身体組成及び握力、歩行速度の
変化を観察した。2018年度に65歳以上であり、2021年度にも測定を行った男性45名、女性89名を対象として反復
のある分散分析を行った。男性では握力、歩行速度ともに、女性では歩行速度のみ有意に低下し、3年間の観察
で身体機能の低下が示された。ベースライン時の体脂肪率、BMI、SMI、たんぱく質量不足、ミネラル量不足によ
る歩行速度と握力への影響はみられなかったが、これらの3年間の変化の有無により、女性では握力の変化に対
しミネラル量不足の交互作用が有意にみられた。

研究成果の概要（英文）：Changes in body composition, grip strength, and walking speed were observed 
over a 3-year period, using FY 2018 as a baseline through FY 2021.A repeated analysis of variance 
was performed on 45 men and 89 women who were 65 years of age or older in FY 2018 and who were also 
measured in FY 2021. Both grip strength and walking speed decreased significantly in men and only 
walking speed significantly in women, indicating a decline in physical function over the 3-year 
observation. There was no effect of body fat percentage, BMI, SMI, protein deficiency, or mineral 
deficiency on walking speed and grip strength at baseline, but there was a significant interaction 
of mineral deficiency on changes in grip strength for women depending on whether these changed over 
the three-year period.

研究分野： 看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
地域高齢者の身体機能の低下を予防することは介護予防につながる。高齢者の身体機能の低下には筋肉量が影響
すると考えられているが、本研究では身体をつくる要素であるミネラル量の低下が歩行速度や握力の低下に影響
していることが明らかになったことから、タンパク質だけでなく、あらたにミネラル量不足を補う栄養指導等を
検討することで高齢者の身体機能低下を予防し、ひいては介護予防に寄与できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢者の身体組成には加齢に伴い筋肉量の減少と体脂肪率の増加が生じる 1)。前期高齢期は筋

肉量が少ない 2,3)者の割合が増加し 4)、体脂肪率が最も高くなる 1,5)年代である。介護予防には
前期高齢期で身体機能の低下を予防する取り組みが効果的であり、前期高齢期の身体組成の変
化に対応した支援を検討する必要がある。しかし、体脂肪率が高い高齢者の問題は現在あまり注
目されておらず、我が国の介護予防施策では、肥満よりも、やせの低栄養に対するアプローチ 6)

が重視されている。これまでの研究では、歩行速度が遅くなる要因として、低筋肉量でなく高体
脂肪率である可能性が明らかとなった 7）。正常 BMI の前期高齢者においても高体脂肪率群では
低体脂肪率群と比較して健康状態が悪く、保健指導の必要性が明らかとなった 8）。先行研究では、
筋肉間脂肪が歩行速度の低下に影響する可能性が示唆され 9）、腹部肥満が歩行速度低下の媒介因
子であることが明らかとなった 10）。一方で、前期高齢者の肥満と歩行速度の関連や歩行速度の
評価として BMI と体脂肪率を比較検討したものは少ない。そこで、本研究では、高体脂肪率と
高 BMI のいずれが前期高齢期での身体機能低下に対する肥満指標となるかを学術的問いとした。 
 
２．研究の目的 
1.高体脂肪率および高 BMI 前期高齢者の身体機能の実態を明らかにする。 
2.ベースラインの高体脂肪率群および高 BMI 群の身体機能の 1 年後～3 年後の変化を明らか
にする。 
3.高齢者の 3 年後の身体機能を低下する予測因子となる肥満指標を同定する。 
 
３．研究の方法 
老人クラブ会員である地域高齢者を対象に、縦断観察研究を行った。 
2018 年度では SMI、BMI、体脂肪率、たんぱく質量、ミネラル量、たんぱく質量下限値、ミネ

ラル量下限値は出力された値を用い、たんぱく質量から下限値の差を求めたたんぱく質量差、ミ
ネラル量から下限値の差を求めたミネラル量差を算出した。歩行速度は距離(5m)を歩行にかか
った時間(秒)で除して算出した数値(m/s)を用いた。握力は左右 2回ずつ測定した結果左右の上
位の数値の平均値を用いた。地域の老人集会所にて実施した。SMI の男性 7.0kg/m2 未満、女性
5.6kg/m2未満、握力の男性 26.0kg 未満、女性 18.0kg 未満、歩行速度 0.8m/s 以下、タンパク質
量差が 0未満、ミネラル量差が 0未満、体脂肪率の男性 25.0%以上、女性 30.0%以上にてそれぞ
れ 2 群にした。低 SMI であり低握力または低歩行速度である者をサルコペニア、低 SMI かつ高
体脂肪率である者をサルコペニア肥満とし、BMI 群別のサルコペニア、サルコペニア肥満、タン
パク質量不足、ミネラル量不足の割合を比較した。分析は t検定およびχ2検定を用いた。 
2018 年度をベースラインとして、2019 年度、2021 年度と継続的に地域高齢者の身長、体重、

身体組成、握力を測定した。2019 年度測定結果から、アジアサルコペニアワーキンググループ
による基準値を用い、SMI は男性 7.0 kg/m2 未満，女性 5.7 kg/m2未満、歩行速度は 1.0m/s 未満
を基準値 11)に修正し分析した。ベースライン時の高体脂肪率群と低体脂肪率群、高 BMI 群と正
常・低 BMI 群、たんぱく質量不足群と充足群、ミネラル量不足群と充足群、低 SMI 群と高 SMI 群
の 2群に分別し、各群の 2021 年度までの歩行速度、握力の変化量の平均値の比較をした。また、
反復のある分散分析にて、水準を時間、要因をベースライン時の高体脂肪率、BMI、低 SMI、たん
ぱく質量不足、ミネラル量不足、3 年間のたんぱく質量低下、ミネラル量低下、SMI 低下、体脂
肪率増加、BMI 増加として分析を行った。 
 
４．研究成果 
1）2018 年度ベースライン結果 
対象者 209 名のうち男性は 75 名(35.9%)、女性は 134 名(64.1%)であった。男性 75 名のうち

サルコペニアは 6 名(8.0％)、サルコペニア肥満は 19 名(25.3％)、たんぱく質量不足は 31 名
(41.3％)、ミネラル量不足は 35 名(46.7％)、女性 134 名のうちサルコペニアは 29 名(21.6％)、
サルコペニア肥満は 55 名(41.0％)、たんぱく質量不足は 69 名(51.5％)、ミネラル量不足は 36
名(26.9％)であった。BMI 別の割合の比較では、やせ群、正常体重群、肥満群において、男性で
はサルコペニア(50％対 9.8％対 0％，p=0.031)、サルコペニア肥満(0％対 37.3%対 0%，p=0.003)、
タンパク質量不足(100%対 54.9%対 4.5%，p＜0.001)、ミネラル量不足(100%対 60.8%対 9.1%，p＜
0.001)、女性ではサルコペニア(25.0%対 27.2%対 5.9%，p=0.035)、サルコペニア肥満(0%対 53.3%
対 17.6%，p＜0.001)、タンパク質量不足(100%対 63.0％対 8.8％，p＜0.001)、ミネラル量不足
(75.0％対 32.6％対 0％，p＜0.001)の割合が BMI により異なった。男性の前期高齢者 27 名と後
期高齢者 48 名の割合の比較では低 SMI 群(29.6%対 43.8%,p=0.324)、低握力群(3.7%対
12.5%,p=0.204)、低歩行速度群(11.1%対 10.4%,p=1.000)であった。女性の前期高齢者 55名と後
期高齢者79名の比較では低SMI群(45.5%対68.4%,p=0.012)、低握力群(20.0%対29.1%,p=0.313)、
低歩行速度群(5.5%対 8.9%,p=0.525)であった。 



 

 

2）2018 年度から 2019 年度の変化 
 ベースラインから 1 年後の男性（n = 60）と女性（n= 95）の変化では、男性の平均値（SD）
では握力が 34.6(5.5)kg から 33.3(7.0)kg(p=.027)、たんぱく質量が 9.2(1.0)kg から
8.9(1.3)kg(p=.001)、ミネラル量が 3.14(0.35)kg から 3.05(0.41)kg(p=.005)と低下した。SMI
が 7.2(0.7)kg/m2 から 7.0(0.8)kg/m2(p=.004) と低下し、体脂肪率が 27.5(5.0)% から
28.9(5.8%)(p=.002)と増加した。女性では握力が 21.6(3.8)kg から 22.3(4.2)kg(p=.026)に上昇
した。男女とも歩行速度と割合の変化はみられなかった。男性の握力低下に対し、時間変化(η
2=.011,p=.014)、ミネラル量不足(η2=.123,p=.003)、交互作用(η2=.011,p=.018)と有意差が見
られた。ミネラル量不足にのみ交互作用がみられ，ミネラル量不足であることが握力低下と関連
していた。 
 
3）2018 年度から 2021 年度の変化 
 ベースラインから 3 年後の男性(n=45)と女性(n=89)の平均値(SD)の変化では、男性の握力が
35.9(5.3)kg か ら 34.0(5.9)kg(p<0.001) 、 歩 行 速 度 が 1.21(0.26)m/s か ら
1.10(0.27)m/s(p<0.001)、SMI が 7.13(0.73)kg/m2から 7.06(0.70)kg/m2(p=0.048)、女性では歩
行速度が 1.23(0.23)m/s から 1.17(0.22)m/s(p=0.0 05)、たんぱく質量が 6.84(0.86)kg から
6.77(0.93)kg(p=0.026)、SMI が 5.67(0.63)kg/m2 から 5.58(0.68)kg/m2(p<0.001)に低下してい
た。2021 年度測定群は脱落群と比較し男性ではベースラインの握力が 35.9(5.3)kg 対
31.6(5.6)kg(p=0.001)、歩行速度が 1.2(0.3)m/s 対 1.1(0.2)m/s(p=0.012)であった。女性では
2018 年 度 の 年 齢 が 75.2(4.7) 歳 対 78.4(5.5) 歳 (p<0.001) 、 握 力 が 21.6(4.0)kg 対
19.6(4 .4)kg(p=0.010)、歩行速度が1.2(0.2)m/s対1.1(0.3)m/s(p=0.003)、SMIが5.7(0.6)kg/m2

対 5.4(0.6)kg/m2(p=0.014)、体脂肪率が 31.9(6.6)%対 35.1(6.1)%(p=0.008)であった。 
 反復のある分散分析では、男性において握力、歩行速度に対して交互作用を有意に示す要因は
見られなかった。女性では握力に対して 3年間のミネラル量低下の交互作用(η2=.103,p=.003)
に有意差がみられた。 
 
4）身体機能の低下を予測する因子の同定 
 以上より、地域高齢者の握力、歩行速度の低下に影響する肥満指標の同定については決定する
ことができなかった。一方で、ミネラル量の低下があらたに身体機能の低下に影響を与える因子
として示唆された。 
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